
カンボジア

クメール正月

クメール正月には毎年、出身の村や親戚、兄弟の家に帰省してい
ますが昨年に続き、コロナの影響で子どもたちは帰省ができない
ため、園内で過ごしてもらうことになりました。昨年は、子どもた
ちが姉弟や親戚の家に帰りたいという気持ちが強く、表情がまっ
たく冴えなかったことを覚えています。実際にカンボジアのポー
サット州やコンポンチュナン州など、園の身近な場所でコロナ感
染者が出たこともあり、今年は帰省が出来ないことをきちんと受
け入れてくれました。帰省ができない分、バーベキューや料理コ
ンテスト、サイクリングなどをして楽しみました。

今年も帰省ができない子どもたちは、園内で
バーベキューや料理コンテストなどで楽しみました！

料理コンテスト サイクリング

バーベキュー
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孤児院運営支援

これまで井戸水を沸かして飲んでいた子
どもたちの飲料水をミネラルウォーター
に替えました。水を沸かすのに使用して
いた薪の値段が高騰したこと、そして何
よりも子どもたちの健康を考え、安全な
水に変更しました。そしてこの猛暑が続
く中、子どもたちに冷たい水も飲んでも
らいたく、冷凍庫も購入いたしました。
これからも皆様への感謝を忘れず、大事
に使用させていただきます。

飲料水を井戸水からミネラルウォーターに切り替え

園内だけで使える「Dream」という単位
のお金を使って買い物をするショッピン
グゲームを開催しました。子どもたちは
それぞれに持っているお金で何を買うか
を考えながら買い物をします。子どもに
よって買い物の仕方も様々で、子どもた
ちの性格や特徴が出て、見ていて面白く、
飽きません。限られたお金をどう使うか
考えることで、少しでも勉強になればい
いなと思います。

ショッピングゲーム

学校運営支援【NDMSC】

〇再度ロックダウン発令
1日あたりのコロナ感染者数7,000人を
超える状況であり、政府は今年度初の
ロックダウンを発令しました。（4月5日
から4月11日までの7日間）その後、感
染者数が減少しないため、4月28日まで
ロックダウンを延長されました。

〇学校再開を延期
先月、政府は4月1日から学校再開する
発表をしていましたが、コロナ感染者急
増に伴い、教育関係施設を5月23日まで
休校することを発表しました。
それに伴い、大学入試も延期といされる
こととなりました。
※4月14日～ 5月23日はラマダン（断
食）期間となっています。

〇Narayankul Dream Model School & Collegeロックダウン中の対応
今までと変わらずオンライン授業・訪問サポートを継続して実施しており、4月
12日にはオンラインにて「夢達人ライブ」を実施しました。
今回の夢達人は、多くの政府開発援助（ＯＤＡ）プロジェクトに参加され、JICAの
開発プロジェクトなどでも活躍されたダッカ大学教授ムハンマド・イムラン・ホ
セイン氏に担当していただきました。ホセイン氏からは、自分の貧しい子ども時代
の話から、夢を持ち・その夢を叶えるためだけに集中し時間を費やすことが大切
だということをお話ししていただきました。
生徒が大変興味を持って話を聞き、
多くの質問がオンライン上で飛び
交うライブになりました。

バングデシュの状況

ダッカ大学教授
ムハンマド・イムラン・ホセイン氏

支援活動のご報告（指定寄附別）

支援者様から頂いた寄附が、どのような活動に繋がっているのかご紹介いたします！Activity re
port



6 月 28日…SAJ 総会　　7月 26日…理事評議委員会　　8月 31日…理事評議委員会今後の予定

カンボジアは乾季が明け、これから実り豊かな季節へと向かっ
ていきます。
現在ファームから譲り受けたトラクターや耕運機を使い固く
なった土を耕し、農場を拡大しています。ファームからたくさん
のレモングラスの苗を持ち帰り、植え付けを行いました。レモン
グラス以外にも野菜を育てています。自分たちが食べる野菜を
全部育てるという目標に向かって、職員と子どもたちが一丸と
なって毎日農作業を頑張っています。

「夢追う子どもたちの家」の生活

レモングラスの植え付け

トラクターで土を耕す

レモングラス運びレモングラスの収穫

3年に1度の内閣府による
立入検査が3月24日実施
されました。
いくつかのご指摘を受けま
したが、特段大きな指摘は
なく滞りなく実施されまし
た。

日本事務局からの報告

内閣府立入検査の実施
4月19日から20日にかけて、カンボジア保健省は、 あわせて
新たに1,053名の新型コロナウイルスへの感染が確認された旨
発表しました。
カンボジア国内における感染者数は合計7,442名、死者49名
（治癒者数：2,555名）。
また20日までを期限として導入していた州を越える移動の禁
止を、28日まで延長する旨発表しました。措置に違反した場合、
カンボジアの国内法、政令、省令等に基づき、法的処分や強制隔
離措置の対象となりえます。

カンボジアの新型コロナウイルス状況

第 216回理事評議委員会が 2021 年 5月 31日に開催されました。緊急事態宣言下により、書面での開催となりました。理事評議員会の報告
[決議事項 ]
議案 1： 令和２年度（2020年度）事業報告書、
             決算書（財務諸表）、監査報告書の検討と承認
議案 2： 定款の一部改訂について検討と承認
議案 3： 2021 年度定時評議員会の開催の件

[ 報告事項 ]
報告 1：孤児院報告 近況報告
報告 2：プノンペン事務所報告
報告 3：バングラデシュ報告
報告４：会計報告

《構成メンバー》
■代表理事 : 渡邉美樹
■理事 : 鳥井親一、清水和雄、
　　　   武長彩子、高橋亮
■業務執行理事 : 青木茂雄
■評議員 : 大江光正、清水邦晃、佐藤誠、
              戸澤昌夫、大城慶正、白柳直美
■監事 : 片山進平、清野貴彦

SAJ は、すべての理事で構成され業務に
関する決定を行う理事会と最高議決機関で
ある評議員会が毎月開催されています。

議案の概要 2021年度定時評議員会を下記の通り招集したく起案します。
【日時】２０２１年６月２８日（月）１ 3時～
【場所】ワタミ株式会社８階会議室
【議題】第１号議案２０２１年度計算書類等の承認の件
　　　第２号議案　新評議員の承認の件

内閣府立入検査準備の様子



4月の寄附金合計 6,929,257 円

ご支援いただいた寄附
2021年

会員会費 1,557,800 円
一般寄附 272,604 円
指定寄附 5,098,853 円

（内訳）

代表理事

孤児院の農園の様子

代表理事メッセージ ドンノバット

代表理事メッセージ オークンチュラーン

里親様募集！！ 現在、孤児院「夢追う子どもたちの家」では定員人数80名に向けて調査を
進めています。コロナウイルスの影響で失業者も増えたことから、学校に
通えない、食事・生活がまともにできない子どもたちが増えています。里
親になって“子どもたちを応援したい”“子どもたちの夢の伴走者になり
たい”と思われる方は、SAJ事務局までご連絡ください。

＊「夢追う子どもたちの家」は、子どもたちの夢を育み、健全な成長を促進するとともに、将来、自身
に備わった素晴らしい能力に気づき、それを伸ばし社会に貢献できる子どもたちを育成することを
目標としています。
＊里親の皆様から頂いた支援金は、子どもたちの食費・生活費等、使わせて頂きます。

カンボジアのSAJファームのレモングラス栽培を孤児院の農園
に移管してから約半年が過ぎました。移管当初は乾季で乾燥した
土壌に耕運機の刃が立たずに苦戦しましたが、雨期に入って土壌
が柔らかくなり、栽培面積は0.5haまで拡大できました。孤児院
の職員と子どもたちが一丸となって楽しみながら農作業に取り
組んでおり、レモングラス以外にも、空芯菜、とうもろこし、いも、
いんげん、オクラ、豆など、たくさんの野菜を栽培しています。
私は日本で20年以上、有機農業に携わっていますが、農業はとて
も素敵な仕事だと思っています。土の中は多様な微生物の命で溢
れ、その命が農作物の命を紡ぎます。収穫した農作物が人の体内
に入り、次の命を紡いでいく。子どもたちには命の大切さや命の
繋がりを感じながら農作業をし、感謝の気持ちを持って収穫した
農産物を食べてもらいたいと思います。
孤児院の農園は2haあります。そう遠くない時期に、青々と生い

茂り、風に揺れるレモングラス畑の景色を孤児院で見ることがで
きそうです。支援者の皆様におかれましては、カンボジアツアー
が再開した折には、美しい光景と、子どもたちが丹精込めて作っ
た農作物を食することを楽しみにして頂けたら幸いです。

               

会費・寄附金のお振込み

三井住友銀行：蒲田支店（普）4353626   口座名：公益財団法人 School Aid Japan
※郵便局払込用紙をご希望の方はSAJ事務局までご連絡ください。
※領収書をお送りいたしますので、初めてお振込みされる際は送付先のご住所をEメールまたは電話にてご連絡ください。

インターネットでの寄附が、
便利になりました。

こちらから

SAJのホームページから寄附していただく
ことができます。寄附の種類も選べます。
https://ssl.schoolaidjapan.or.jp/kifu/

寄附金の優遇税制

皆様からの会費・寄附は「1円残らず現地に届ける」ことを基本方針として活動しています。

会員会費（年額）1口   12,000 円
法人会費（年額）1口 120,000 円

●学校建設寄附 (1) 一口寄附（一口 100,000 円）、(2) 一棟寄附　●ふれあいサポートプラン（一口 12,000 円から）　
●食の支援寄附（金額自由）　●孤児院運営寄附（金額自由）　●孤児院運営会費（12,000 円 / 月） 
●孤児院里親会費（12,000 円 / 月）  ●奨学金寄附（金額自由）　●学校運営寄附（バングラデシュ）（金額自由）

指定寄附一般寄附 （使い道を指定する寄附）

用途は指定しないで
金額も自由な寄附

SAJは内閣総理大臣の認定を受けた公
益財団法人です。そのため、会費や寄
附金は、税制上の優遇処置を受けるこ
とができます。詳しくはお問い合わせ
ください。

会費

詳細は SAJ 事務局までお問い合わせください。

　郵便局：00140-5-345903

これまでの実績
いただいた寄附金の累計額
（2001年度～ 2020年度）

建設した学校の合計
（2001年度～ 2020年度）

現在、SAJ の建設した
学校で授業を
受けている児童・生徒の人数
(2021 年 3月現在 )

ふれあいサポートプランで
文房具や制服を受け取った
児童数の累計
（2003年度～ 2020年度）

SAJ の建設した学校で
お米を受け取った
児童数の累計
（2006年度～ 2020年度）

SAJ の建設した学校で
朝給食を支給された
児童数の累計
（2006年度～ 2020年度）

32 億
448万 1,028 円

318校

100,943 人 12,312 人

125,879 人16,346 人

公益財団法人 School Aid Japan　
本部 〒144-0043  東京都大田区羽田1-1-3　　TEL：03-5737-2773　　FAX：03-5737-2793 　Eメール：sajinfo@schoolaidjapan.or.jp   http://www.schoolaidjapan.or.jp　
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募金箱回収ありがとうございました

※法人名、団体名は2021年4月現在のものです。募金箱回収してくださった方（順不同、敬称略）
募金箱の回収は、郵便局や銀行での振込みまたは、SAJ事務局へのご持参にて承ります。

●ワタミ（株）
□「ミライザカ」亀有駅前店、岩国駅前通店、新居浜店、池袋西口ロマンス通り店、天王洲郵船ビル店、蕨東口駅前店、JR橋本店
□「三代目 鳥メロ」新小岩南口駅前店   □「和民」光が丘IMA公園通り店、調布南口店　□ワタミファーム 白浜農場

2021年4月募金箱回収

●SFPホールディングス
□「磯丸水産」 ひばりヶ丘北口店、大宮西口店、渋谷マークシティ横店　□「鳥良商店」 蕨西口店、花小金井北口店、綱島西口店


